
2003.11.01版 京都第一赤十字病院 クリニカル・パス

― ―

氏名　　　　　　　　　　男・女

大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折(FHP)(FHP)(FHP)(FHP)(FHP)

スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看(右・左・両側）

月
日 　日　月　 　　日　月　　　 日　　月 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　

経
過 日々前 日前術手 ）前術（日当 ）後術（日当

）　：　（間時室帰
目日１後術 目日２後術 目日３後術 目日４後術 目日５後術 目日６後術 目日７後術 目日８後術 目日９後術

目
標

るなと限小最が安不るす対に術手○
るきでがとこむぞのに術手てえ整に分十を調体○

いなし現出が症併合の酔麻○
いなさこおを血貧で限小最が血出○

いなが候徴栓血、状症経神、候徴染感○
いなし臼脱○

るれとが位座垂下○
が位座スイ車でき付助介○

るれと

が行歩で下視監○
るきで　

○ を下沈、みるゆ
いなさこお　

検
査

査検前術□
約予の量定塩骨□

血採脈動□
血スロク□

中尿□ ﾝﾘﾉﾞｼﾘﾟﾋｼｷｵﾞﾃ

診対科酔麻□

中術□ ﾝﾞｹﾄﾝﾚ 出提箋

□ ﾝﾞｹﾄﾝﾚ 査検
）中術（　　　　

□ 後術（査検液血 1tes ）
査検尿□
簿リビハリ□

量定塩骨□ AXD
）節関股側対反（

□ 後術（査検液血 1tes ）
査検尿□

□ ﾝﾞｹﾄﾝﾚ 査検

食
事

食並
）食別特時要必（

食絶後食夕
は分水（ 12 ）可でま時

食絶 食並
）る戻に事食の前術（

処
置

・

観
察

温体 温体

拍脈 拍脈

圧血 血出
グッバＢＳ 記転へ表察観過経 記転へ表察観過経 記転へ表察観過経 記転へ表察観過経 記転へ表察観過経

痛疼 痛創
趾足
性動運

趾足
性動運

れびし れびし

数回便排

リビハリ

換交ゼーガ

時要必□
力筋　 eRﾟﾌｯｱ

入挿ルテーテカンールバ□
）時要必（　

朝早□
　 ｸｯｪﾁﾝｲｻﾙﾀｲﾞﾊ

□ ﾞﾄﾝﾞﾊﾑｰﾈ
え替着に衣術手□

でま朝翌りよ後術手□
　Ｌ６入吸素酸　 04 ％
　　　　　　　 21 間時
スルパンイＶＡ□
後術　　　　　 84 間時

　 後去除スルパンイＶＡ
し直き巻帯包性弾□

回１（　　　 / ）日１

去抜ンーレド□ 理管創□
）木・火（　

□ 去抜ルテーテカンールバ
（ ﾚｲﾄﾙﾞﾌﾀｰﾟﾎ ）置設

針抜半部創□

注
射
・
内
服

を薬用常たし参持□
認確　

□ ﾝﾆﾄｼﾙｴ 注 S02 Ａ１　
）注筋（　　　　　　

服内前眠□
錠２　ドニセルプ　
錠１　　ンバモア　

□ ﾀｵｵ 腸浣
　Ｆンーィヴ□ lm005
　　　　食生□ lm001
　ンジメァフセ　 g1
）参持室術手（　　　

薬投前酔麻□
ンピロトア酸硫　 1Ａ
　ムカミルド　 5/1 Ａ

：　行施　
　

）前術（入挿針置留□

Ｔタリソ□ 3　 lm005

　　　　食生□ lm001
　ンジメァフセ　 g1

室帰（　 3 ）後間時

Ｔタリソ□ 3　 lm005

Ｔタリソ□ 3　 lm005

　　　　食生□ lm001
　ンジメァフセ　 g1
）朝（　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ
　　　　食生□ lm001
　ンジメァフセ　 g1
）夕（　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ
錠３　ンニソキロ□
錠３　　タスコム　

　後食３分　 7 分日

　　　　食生□ lm001
　ンジメァフセ　 g1
）朝（　　　　　　　

□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ
　　　　食生□ lm001
　ンジメァフセ　 g1
）夕（　　　　　　　

去抜針置留□
）後点夕（　　　　

錠３　ンゾフセ□
分日５　後食３分　　

□ ﾝﾆﾄｼﾙｴ 注 S02 Ａ１　
）注筋（　　　　　　

行
動

静安上床
可プッアドッベに度程いなのみ痛（

）可位臥側の下側健

浴ーワャシ□
）拭清はたま（

静安上床

着装ーロピ転外□ ( 日終 )

07ﾟﾌｯｱﾞﾄｯﾞﾍ 度
用使台転外、交体助介

練訓肢下□ （ ﾘﾞﾋﾊﾘ ）頼依
衣更・拭清□

位座垂下 08 可度
後去抜ンーレド
可スイ車助介

助介 ﾚｲﾄﾙﾞﾌﾀｰﾟﾎ 可

可重荷肢患 でスイ車 ﾚｲﾄ 可
拭清□

( ーワャシ水防はたま )

始開練訓立起
）ーリフ重荷（　

てじ応に痛疼後術
練訓行歩

去除帯包性弾□

ーワャシ水防□

説
明

明説りよ師医
書意同術手□
書画計療治院入□

明説りよ師護看□
　 ていつに活生院入

ていつに品物要必　
の等ミサバ火、シラブきつ柄　

ていつに入購　
トッレフンパ□

　( を術手の節関股、ていつに酔麻
へ方るれらけ受　 )

明説りよ医酔麻□
表診問酔麻　

明説りよ師護看□
　 ていつに項事意注の後術

明説りよ師医□
に族家　

ていつに果結術手　

明説りよ師医□
に人本　

　 ていつに果結術手

明説りよ師剤薬□
導指理管剤薬　

明説りよ師護看
クッェチ屋家□

他のそ・レイト・室浴　
導指のてけ向に院退□
の望希請申の帳手障身□

認確を無有　
介紹へ部業事会社療医□
）認確無有の向方院転（

追
加
・
備
考

：応反のｔＰ ：応反のｔＰ

期初□ ﾄｯｨﾞﾃｰｵ

品物参持室術手□
帯字Ｔ　

ルオタスバ　
ツーシーロド　

ーロピ転外　

：応反のｔＰ

）箋方処要（時痛疼※
薬坐ンレタルボ　

□　 )52( □ )05( 個１　

シラブき付柄□
認確入購ミサバ火　

tP ：応反の

因要階段前

因要金き引

策対落転・倒転

具寝準基□
アリバ
スン

視巡

名署

1/21/21/21/21/2 ページページページページページ

目目目目目     標標標標標
○心身ともに安定した状態で手術を受けることができる
○手術後リハビリが順調に進み、歩行できる
○退院の準備が整い早期に社会復帰できる

10-S72-110-S72-110-S72-110-S72-110-S72-1 (ｾﾌｧﾒｼﾞﾝ(ｾﾌｧﾒｼﾞﾝ(ｾﾌｧﾒｼﾞﾝ(ｾﾌｧﾒｼﾞﾝ(ｾﾌｧﾒｼﾞﾝ）））））



＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院費についてはおよその概算額です。検査や手術により金額が変わります。
＊入院中はこの用紙を必ずお持ちください。

京都第一赤十字病院

大腿骨の人工骨頭挿入手術を受けられる大腿骨の人工骨頭挿入手術を受けられる大腿骨の人工骨頭挿入手術を受けられる大腿骨の人工骨頭挿入手術を受けられる大腿骨の人工骨頭挿入手術を受けられる

　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ

2003.11.01版

目目目目目     標標標標標
○心身ともに安定した状態で手術を受けることができる
○手術後リハビリが順調に進み、歩行できる
○退院の準備が整い早期に社会復帰できる

月月月月月
日日日日日 日　　月　　 日　　月　　 ）日術手（日　　月　　　　 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　

経経経経経
過過過過過 日々前術手 日前術手 前術日当 後術日当 目日１後術 目日２後術 目日３後術 目日４後術 後術 5、6 目日 目日７後術 後術～ 41 目日 後術～ 02 目日 院退～

後術（ 12 ）目日

標目標目標目標目標目
るきでがとこるけ受を術手てえ整を調体○ が痛苦の後術手○

るあで限小最
るれ座にスイ車○ とこく歩で器行歩○

るきでが
を下つくに全安○
るきでがとこくは

の段階てっ使を杖○
るきでがり降り昇

るきでが座正○
るけ歩○

検検検検検
査査査査査

は査検な要必に術手
すまいてし了終で来外

と血採脈動
を査検尿

すまし

査検尿と査検液血
すまい行を

がとこう行を査検
すまりあ

、尿、液血 ﾝﾞｹﾄﾝﾚ
すまい行を査検

尿、液血 を査検
すまい行

後術（ 21 ）頃目日

査検尿と査検液血
すまい行を

後術（ 91 ）頃目日

食食食食食
事事事事事

んせまりあ限制
）食別特は時要必（

12 食飲絶降以時
）習練事食にでま術手（

食飲絶 始開事食りよ朝 院退後食朝

処処処処処
置置置置置
・・・・・
観観観観観
察察察察察

を腸浣に前術手
すまし

を入吸素酸でま朝翌
すまし

予栓血に足両後術手
すまけつを械機の防

( 間日２約 )

に師護看は時い痛※
いさだくて出し申

去抜ンーレド
るなく早りよに態状（

）すまりあが合場

後たしずはを械機
巻回１日１を帯包

すまし直き

去除ゼーガ ばれけよが過経 分半
すまし糸抜けだ

後術（ 8 ）頃目日
ばれけよが過経 り残
すましを糸抜の

後術（ 01 ）頃目日

注注注注注
射射射射射

・・・・・

内内内内内
服服服服服

でのすまし認確
に師護看を薬用常
いさだくし渡お

と剤下に時灯消
すまし用服を剤眠

と滴点に前術手
すまい行を射注

と本３が滴点後術
が滴点の質物生抗

すまりあ本２
）夕と朝（

始を服内の剤痛鎮
すまめ

滴点に目日２後術
すまき抜をブーュチ

が服内の剤生抗
すまりま始

（3 らか目日
5 ）分日

週１後術手は剤痛鎮
すで分間

行行行行行
動動動動動

に静安で上ドッベ
いさだくてし

を管の尿、時要必
すまれ入

は又浴ーワャシ
拭清

に静安で上ドッベ
いさだくてし

プッアドッベ 07 度
で助介ず必き向横

すまい行

え替着てい拭を体
すましを をルオタ（

）いさだく備準ご枚２

ﾞﾄｯﾞﾍ を足に端の
とこる座てしら垂

すまきでが

でき付助介は内棟病
すまれ乗にスイ車

すまき抜を管の尿
なく早りよに態状（
）すまりあが合場る

ーワャシで付助介
はくしも浴

え替着てい拭を体
すましを をルオタ（

）いさだく備準ご枚２

でまレイトでスイ車
すまきでがとこく行

後術 7 降以目日
ーワャシでき付助介

すましを浴

を下つくで分自
すましを習練くは

後術（ 41 ）頃目日

にき向横を体で分自
すましを習練るす

後術（ 71 ）頃目日

すまりなと院退

リリリリリ
ハハハハハ
ビビビビビ
リリリリリ

練訓のプッア力筋
りあが合場るすを

すま

始開リビハリ
）で上ドッベ（ 子椅車助介 練訓立起

てじ応にみ痛は後以
練訓行歩ので器行歩

すましを

を練訓行歩ので杖
すまし
後術（ 41 ）頃目日

降昇段階てっ使を杖
すましを習練の

後術（ 81 ）頃目日

説説説説説
明明明明明

明説りよ師医
ていつに術手　

明説りよ師護看
　 ていつに活生院入
　

明説りよ医科酔麻
　 ていつに酔麻の術手

明説りよ師護看
に項事意注の後術　

ていつ　

明説りよ師医
　 ていつに果結術手

明説りよ師剤薬
ていつに薬お　

明説りよ師護看
　 具み進のリビハリ

活生常日てみを合　
ていつに点意注の　

明説りよ師医
に察診の後院退　

ていつ　

明説りよ師護看
の後院退　 活生常日
ていつに　

説明医師

看護師

割３険保 割１人老

￥ 000,051 ￥ 000,06



2003.11.01版 京都第一赤十字病院 クリニカル・パス

― ―

氏名　　　　　　　　　　男・女

大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折(FHP)(FHP)(FHP)(FHP)(FHP)

スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看(右・左・両側）

月
日 　日　月　 　　日　月　　　 　　日　月　　　 　　日　月　　　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　

経
過 後術 01 目日 後術 11 目日 後術 21 目日 後術 31 目日 後術 41 目日 後術 51 目日 後術 61 目日 後術 71 目日 後術 81 目日 後術 91 目日 後術 02 目日 後術 12 目日

）　：　（間時院退

目
標

るす立自が行歩ので器行歩○
るきでがとこく行へレイトでスイ車○

るきでが脱着の下つく○
るきでが行歩ので杖○

立自の位臥側○ るきでが降昇の段階○ るきでが座正○ るす立自が行歩○
う整が備準の院退○

検
査

□ 後術（査検液血 1tes ）
査検尿□

□ 後術（査検液血 1tes ）
査検尿□

食
事

院退、後食朝

処
置

・

観
察

温体

拍脈

痛創
趾足
性動運

れびし

リビハリ

換交ゼーガ 創検□

数回便排

針抜残部創□

注
射
・
内
服

□ ﾝﾆﾄｼﾙｴ 注 S02 Ａ１　
）注筋（　　　　　　

□ ﾝﾆﾄｼﾙｴ 注 S02 Ａ１　
）注筋（　　　　　　

行
動

）助介（浴ーワャシ□
金・水・月は性男　
土・木・火は性女　

転外□ ｰﾛﾟﾋ 去除

交体ジンポス□

説
明

明説りよ師医
に画計療治の後院退□

ていつ　

明説りよ師護看□
　 に活生常日の後院退

ていつ　

日診受回次
日　　月　　□　

　
院転□　

院医）　　　　（　

追
加
・
備
考

tP ：応反の

因要階段前

因要金き引

策対落転・倒転

具寝準基□
アリバ
スン

視巡

名署

2/22/22/22/22/2 ページページページページページ



2003.11.01版 京都第一赤十字病院 クリニカル・パス

― ―

氏名　　　　　　　　　　男・女

大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折大腿骨頚部骨折(FHP)(FHP)(FHP)(FHP)(FHP)

スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看(右・左・両側）

月
日 　日　月　 　　日　月　　　 日　　月 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　 　日　月　

経
過 日々前 日前術手 ）前術（日当 ）後術（日当

）　：　（間時室帰
目日１後術 目日２後術 目日３後術 目日４後術 目日５後術 目日６後術 目日７後術 目日８後術 目日９後術

目
標

るなと限小最が安不るす対に術手○
るきでがとこむぞのに術手てえ整に分十を調体○

いなし現出が症併合の酔麻○
いなさこおを血貧で限小最が血出○

いなが候徴栓血、状症経神、候徴染感○
いなし臼脱○

るれとが位座垂下○
が位座スイ車でき付助介○

るれと

が行歩で下視監○
るきで　

○ を下沈、みるゆ
いなさこお　

検
査

査検前術□
約予の量定塩骨□

血採脈動□
血スロク□

中尿□ ﾝﾘﾉﾞｼﾘﾟﾋｼｷｵﾞﾃ

診対科酔麻□

中術□ ﾝﾞｹﾄﾝﾚ 出提箋

□ ﾝﾞｹﾄﾝﾚ 査検
）中術（　　　　

□ 後術（査検液血 1tes ）
査検尿□
簿リビハリ□

量定塩骨□ AXD
）節関股側対反（

□ 後術（査検液血 1tes ）
査検尿□

□ ﾝﾞｹﾄﾝﾚ 査検

食
事

食並
）食別特時要必（

食絶後食夕
は分水（ 12 ）可でま時

食絶 食並
）る戻に事食の前術（

処
置

・

観
察

温体 温体

拍脈 拍脈

圧血 血出
グッバＢＳ 記転へ表察観過経 記転へ表察観過経 記転へ表察観過経 記転へ表察観過経 記転へ表察観過経

痛疼 痛創
趾足
性動運

趾足
性動運

れびし れびし

数回便排

リビハリ

換交ゼーガ

時要必□
力筋　 eRﾟﾌｯｱ

入挿ルテーテカンールバ□
）時要必（　

朝早□
　 ｸｯｪﾁﾝｲｻﾙﾀｲﾞﾊ

□ ﾞﾄﾝﾞﾊﾑｰﾈ
え替着に衣術手□

でま朝翌りよ後術手□
　Ｌ６入吸素酸　 04 ％
　　　　　　　 21 間時
スルパンイＶＡ□
後術　　　　　 84 間時

　 後去除スルパンイＶＡ
し直き巻帯包性弾□

回１（　　　 / ）日１

去抜ンーレド□ 理管創□
）木・火（　

□ 去抜ルテーテカンールバ
（ ﾚｲﾄﾙﾞﾌﾀｰﾟﾎ ）置設

針抜半部創□

注
射
・
内
服

を薬用常たし参持□
認確　

□ ﾝﾆﾄｼﾙｴ 注 S02 Ａ１　
）注筋（　　　　　　

服内前眠□
錠２　ドニセルプ　
錠１　　ンバモア　

□ ﾀｵｵ 腸浣
　Ｆンーィヴ□ lm005
　　　　食生□ lm001
　ンリマルフ　 g1

）参持室術手（　　　
薬投前酔麻□
ンピロトア酸硫　 1Ａ
　ムカミルド　 5/1 Ａ

：　行施　
　

）前術（入挿針置留□

Ｔタリソ□ 3　 lm005

　　　　食生□ lm001
　ンリマルフ　 g1

室帰（　 3 ）後間時

Ｔタリソ□ 3　 lm005

Ｔタリソ□ 3　 lm005

　　　　食生□ lm001
　ンリマルフ　 g1

）朝（　　　　　　　
□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　食生□ lm001
　ンリマルフ　 g1

）夕（　　　　　　　
□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

錠３　ンニソキロ□
錠３　　タスコム　

　後食３分　 7 分日

　　　　食生□ lm001
　ンリマルフ　 g1

）朝（　　　　　　　
□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

　　　　食生□ lm001
　ンリマルフ　 g1

）夕（　　　　　　　
去抜針置留□

）後点夕（　　　　

錠３　ンゾフセ□
分日５　後食３分　　

□ ﾝﾆﾄｼﾙｴ 注 S02 Ａ１　
）注筋（　　　　　　

行
動

静安上床
可プッアドッベに度程いなのみ痛（

）可位臥側の下側健

浴ーワャシ□
）拭清はたま（

静安上床

着装ーロピ転外□ ( 日終 )

07ﾟﾌｯｱﾞﾄｯﾞﾍ 度
用使台転外、交体助介

練訓肢下□ （ ﾘﾞﾋﾊﾘ ）頼依
衣更・拭清□

位座垂下 08 可度
後去抜ンーレド
可スイ車助介

助介 ﾚｲﾄﾙﾞﾌﾀｰﾟﾎ 可

可重荷肢患 でスイ車 ﾚｲﾄ 可
拭清□

( ーワャシ水防はたま )

始開練訓立起
）ーリフ重荷（　

てじ応に痛疼後術
練訓行歩

去除帯包性弾□

ーワャシ水防□

説
明

明説りよ師医
書意同術手□
書画計療治院入□

明説りよ師護看□
　 ていつに活生院入

ていつに品物要必　
の等ミサバ火、シラブきつ柄　

ていつに入購　
トッレフンパ□

　( を術手の節関股、ていつに酔麻
へ方るれらけ受　 )

明説りよ医酔麻□
表診問酔麻　

明説りよ師護看□
　 ていつに項事意注の後術

明説りよ師医□
に族家　

ていつに果結術手　

明説りよ師医□
に人本　

　 ていつに果結術手

明説りよ師剤薬□
導指理管剤薬　

明説りよ師護看
クッェチ屋家□

他のそ・レイト・室浴　
導指のてけ向に院退□
の望希請申の帳手障身□

認確を無有　
介紹へ部業事会社療医□
）認確無有の向方院転（

追
加
・
備
考

：応反のｔＰ ：応反のｔＰ

期初□ ﾄｯｨﾞﾃｰｵ

品物参持室術手□
帯字Ｔ　

ルオタスバ　
ツーシーロド　

ーロピ転外　

：応反のｔＰ

）箋方処要（時痛疼※
薬坐ンレタルボ　

□　 )52( □ )05( 個１　

シラブき付柄□
認確入購ミサバ火　

tP ：応反の

因要階段前

因要金き引

策対落転・倒転

具寝準基□
アリバ
スン

視巡

名署

目目目目目     標標標標標
○心身ともに安定した状態で手術を受けることができる
○手術後リハビリが順調に進み、歩行できる
○退院の準備が整い早期に社会復帰できる 1/21/21/21/21/2 ページページページページページ
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